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スライドには気象庁の数値予報モデルが対象とする現象の空間・時間スケールと、
様々な気象現象の空間・時間スケールを示している。気象現象は煙草の煙のゆらぎに
見られるようなミクロな乱流から、 ブロッキング高気圧と言われるマクロな現象まで非
常に広範な空間スケールにわたる。天気予報に関係する気象擾乱は水平規模およそ
10kmで2～3時間持続する積乱雲（雷雲）、中規模（メソ）現象といわれる大雨をもたら
す積乱雲の集団、台風、中緯度の高・低気圧、ブロッキング高気圧などである。

予報モデルで予測できる現象の空間スケールは、モデルの格子間隔の大きさに依存
しており、現象の空間スケールに応じて、予測可能な時間スケールもおおよそ決まる。
そのため、気象庁では計算機資源を有効に活用するために、予報したい現象に応じて
複数の数値予報モデルを運用している。
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スライドには気象庁が現在運用している主要な数値予報モデルの大まかな仕様を示
している。

全球モデルは地球全体を予報領域とした数値予報モデルであり、短期予報、週間天
気予報、台風予報を支援している。全球モデルの予測値はメソモデルの側面境界値に
も利用される。

メソモデルは防災気象情報、航空気象情報の作成を支援することを主な目的に、水
平5 kmメッシュ鉛直76層で運用を行なっている数値予報モデルである。

局地モデルは航空気象情報、防災気象情報の作成支援を目的とする、水平2 kmメッ
シュ鉛直58層の数値予報モデルである。水平分解能が細かいことにより、集中豪雨や
突風など局地的な激しい現象を主な予測対象としている。

また、全球モデル・メソモデルの予測不確実性に関する資料を提供し、確率情報・信
頼度情報の作成作業を支援するために、全球アンサンブル予報システム・メソアンサ
ンブル予報システムを運用している。

この他にも、気象庁で運用している数値予報モデルとして、3か月予報やエルニーニ
ョ現象の予報などを支援するための季節アンサンブル予報システム、オゾンや二酸化
炭素などの大気化学組成を予測する化学輸送モデル、火山噴火に伴う降灰を予測す
る移流拡散モデル、現業的に波浪・高潮を予測する波浪モデル・高潮モデルなどがあ
る。各モデルの技術開発は共通するところが多く、短期予報・週間天気予報の数値予
報モデルとこれらを協力し、精度向上を目指す取り組みを行なっている。
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